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老朽化した橋梁
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高出力X線撮影 磁気計測

非線形FEM解析による安全性評価
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橋梁の劣化診断技術の開発

最近では、高解像度画像からひび割れをは
じめとする様々な変状を検出するプログラ
ムの開発に取り組んでいます。

近年、高度成長期に建設された橋梁が老朽化しており、その健全性を的
確に診断できる仕組みを構築することが望まれている。現状では、熟練
の点検員が目視と手作業で点検し、診断を行っており、人材の確保と予
算の確保が困難な状況であることから、近い将来、その仕組みが破綻す
る恐れが高まっている。

近年、開発が進んでいる非破壊検査技術を組み合わせ、損傷の自動検
出技術を新たに開発することによって、必要な情報を効率的に収集でき
る方法を構築する。さらに、点検によって得られた情報から構造性能を
評価して、信頼性の高い診断を可能とする。

図１　�コンクリート橋を対象としたスマート点検システムのイメージ図

X線や磁気計測などの非破壊検査に
よって損傷情報を収集します。さらに、
構造解析を行って保有性能を評価し、
診断の信頼性向上を実現します。
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